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 ～県 内 で９８人 の女 性 登 用 （８人 増 ）～

                          

令
和
２
年
８
月
、
県

内
の
４
２
農
業
委
員
会

全
て
が
新
体
制
２
期
目

に
入
り
ま
し
た
。
地
域

や
認
定
農
業
者
へ
積
極

的
に
呼
び
か
け
を
行
う

な
ど
の
活
動
に
よ
り
女

性
農
業
委
員
８
５
名
、

女
性
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
１
３
名
と

な
り
、
農
業
委
員
に
占

め
る
女
性
の
割
合
は
１

３
％
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
女
性
委
員
を
登

用
す
る
農
業
委
員
会
は

３
９
と
改
選
前
と
同
数

に
な
り
ま
し
た
。 

本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か

ら
は
関
係
市
町
長
へ
登

用
促
進
に
向
け
、
委
員

公
募
に
対
し
会
員
１
１

名
（
５
農
業
委
員
会
）

の
委
員
候
補
者
推
薦

書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

女
性
登
用
は
進
ん
だ

も
の
の
、
政
府
が
掲
げ

る
成
果
目
標
「
女
性
農
業
委
員
が
登

用
さ
れ
て
い
な
い
組
織
数
：
０
」
、

「
農
業
委
員
に
占
め
る
女
性
の
割

合
：
３
０
％
」
は
未
達
成
と
な
り
ま

し
た
。 

 

今
後
、
更
に
女
性
登
用
を
促
進
す

る
た
め
、
委
員
と
な
っ
た
女
性
委
員

の
活
躍
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
し
て

い
き
ま
す
。 

【
令
和
２
年
７
月
の
改
選
で
女
性
委
員

数
を
増
加
し
た
農
業
委
員
会
】 

岐
阜
市
（
＋
１
） 

本
巣
市
（
＋
１
） 

北
方
町
（
＋
１
） 

大
垣
市
（
＋
１
） 

垂
井
町
（
＋
３
）
輪
之
内
町
（
＋
２
） 

関
市
（
＋
１
） 

瑞
浪
市
（
＋
２
） 

土
岐
市
（
＋
１
） 

 【
令
和
２
年
７
月
の
改
選
で
女
性
委
員

数
ゼ
ロ
を
解
消
し
た
農
業
委
員
会
】 

北
方
町
（
０
→
１
） 

垂
井
町
（
０
→
３
） 

 【
女
性
委
員
を
５
名
以
上
登
用
す
る
農

業
委
員
会
】 

羽
島
市
５
名
（
農
５
） 

中
津
川
市
６
名
（
農
５
、
推
１
） 

恵
那
市
６
名
（
農
６
） 

飛
騨
市
５
名
（
農
３
、
推
２
） 

 【
農
業
委
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
が

３
０
％
を
達
成
し
た
農
業
委
員
会
】 

羽
島
市
（
３
１
．
３
％
） 

恵
那
市
（
３
１
．
６
％
） 

 

 

 

 改正前 H29.8.1 改正後 R2.8.1 

女性農業委員数 

（占める割合） 

78／656 

（11.9％） 

85／655 

（13.0％） 

女性推進委員数 

（占める割合） 

12／460 

（2.6％） 

13／469 

（2.8％） 

女性委員ゼロの 

委員会数 

3 3 

（2 減 2 増） 

ぎふ女性農業委員 
・推進委員だより

◆編集・発行 ぎふ農業委員会女性ネットワーク 
会長  髙田 禮子 

 新体制移行後、２回目の改選 
令和２年８月 全農委 完了！ 

（
市
町
村
別
委
員
数
一
覧
は 

次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 
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市町村別農業委員・農地利用最適化推進委員数一覧表 
令和２年８月１日 

女性 女性 女性

49 3 19 3 30 0 15.8%

36 5 16 5 20 0 31.3%

35 2 19 2 16 0 10.5%

26 4 14 2 12 2 14.3%

24 4 14 4 10 0 28.6%

38 3 19 2 19 1 10.5%

11 0 11 0 0.0%

15 1 15 1 6.7%

9 1 9 1 11.1%

39 2 19 1 20 1 5.3%

35 2 35 2 5.7%

45 0 19 0 26 0 0.0%

25 3 14 3 11 0 21.4%

14 2 11 1 3 1 9.1%

23 2 14 2 9 0 14.3%

26 3 14 3 12 0 21.4%

22 1 14 1 8 0 7.1%

32 2 19 2 13 0 10.5%

26 2 14 2 12 0 14.3%

20 1 14 1 6 0 7.1%

44 3 19 3 25 0 15.8%

14 2 9 2 5 0 22.2%

38 2 19 1 19 1 5.3%

27 4 14 3 13 1 21.4%

23 1 14 1 9 0 7.1%

17 1 14 1 3 0 7.1%

16 2 14 1 2 1 7.1%

15 2 12 2 3 0 16.7%

17 1 14 1 3 0 7.1%

20 0 14 0 6 0 0.0%

22 3 14 2 8 1 14.3%

17 2 14 2 3 0 14.3%

18 3 14 3 4 0 21.4%

17 1 17 1 5.9%

23 4 14 3 9 1 21.4%

17 2 14 2 3 0 14.3%

52 6 19 5 33 1 26.3%

41 6 19 6 22 0 31.6%

26 2 14 2 12 0 14.3%

64 2 19 2 45 0 10.5%

34 5 19 3 15 2 15.8%

12 1 12 1 8.3%

1,124 98 655 85 469 13 13.0%

地
域

農業委員会名

　農業委員会委員数

笠 松 町

岐
　
阜
　
地
　
域

瑞 穂 市

本 巣 市

岐 南 町

北 方 町

農業委員数
農地利用最適化

推進委員数

安 八 町

揖 斐 川 町

岐 阜 市

羽 島 市

各 務 原 市

山 県 市

富 加 町

西
　
濃
　
地
　
域

大 垣 市

海 津 市

養 老 町

垂 井 町

関 ヶ 原 町

神 戸 町

輪 之 内 町

御 嵩 町

大 野 町

池 田 町

中
　
　
濃
　
　
地
　
　
域

関 市

美 濃 市

郡 上 市

美 濃 加 茂 市

可 児 市

坂 祝 町

八 百 津 町

白 川 町

合　　計

東
濃
地
域

多 治 見 市

瑞 浪 市

土 岐 市

中 津 川 市

恵 那 市

東 白 川 村

農業委員
に占める女
性の割合

飛
騨
地
域

下 呂 市

高 山 市

飛 騨 市

白 川 村

川 辺 町

七 宗 町
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総会・研修会 

令
和
２
年
度
全
国
農
業
委
員
会

女
性
協
議
会
第
２
回
理
事
会 

 

令
和
２
年
１
０
月
７
日
、
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
さ
れ
た
標
記
理
事
会
に
髙
田
会

長
と
事
務
局
が
参
加
し
ま
し
た
。 

最
初
に
、
改
選
後
の
全
国
の
農
業
委

員
の
女
性
登
用
の
状
況
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
新
た
に
策
定
さ
れ
る
、
第

５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
つ
い

て
、
農
業
委
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合

の
成
果
目
標
（
令
和
７
年
度
）
と
早
期

目
標
（
令
和
５
年
度
）
の
達
成
に
向
け

た
取
り
組
み
を
話
し
合
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
情
報
発
信
と
し
て
、
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
に
２
３
府
県
の
事
例
を
掲

載
す
る
こ
と
と
、F

a
c
e
boo

k

な
ど
の

S
N
S

を
活
用
し
た
交
流
を
検
討
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の

意
見
交
換
会 

 

全
国
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
第

２
回
理
事
会
に
併
せ
、
協
議
会
の
理
事
、

監
事
が
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
藤

村
ゆ
き
さ
ん
、
米
澤
幹
枝
さ
ん
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

藤
村
さ
ん
は
、
秋
田
県
で
水
稲
３
５

h
a

を
経
営
さ
れ
て
お
り
、
地
域
で
交
流

が
少
な
い
た
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
米
澤
さ
ん
は
、
鳥
取
県

で
ス
イ
カ
な
ど
を
栽
培
し
て
お
り
、
孫

タ
ー
ン
で
新
規
就
農
し
、
今
年
で
６
年

目
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
情
報
収
集
を
さ

れ
、
自
身
の
経
営
に
役
立
て
て
い
ま
す
。 

 
 

交
流
会
な
ど
を
通
し
て
、
協
議
会
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
関
わ
り
を
深
め
て

い
き
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

令
和
２
年
度
第
１
回
ぎ
ふ
農

業･

農
村
男
女
共
同
参
画
推
進

会
議 

 

令
和
２
年
１
１
月
２
６
日
、
美
濃
市

の
中
濃
総
合
庁
舎
で
標
記
会
議
が
開
催

さ
れ
、
事
務
局
が
出
席
し
ま
し
た
。 

最
初
に
、
平
成
２
８
年
３
月
に
策
定

し
た
第
３
次
ぎ
ふ
農
業
・
農
村
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
農
業
委
員

に
占
め
る
女
性
の
割
合
目
標（
８
．
５
％
）

は
達
成
し
ま
し
た
が
、
家
族
経
営
協
定

締
結
数
は
６
１
９
と
横
ば
い
で
、
未
達

成
と
な
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
新
た
に
策
定
す
る
「
ぎ
ふ

農
業
・
農
村
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

で
は
、
女
性
組
織
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化
や
女
性
の
活
躍
の
認
知
度
向
上

な
ど
を
盛
り
込
む
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。 

最
後
に
、
参
加
し
た
指
導
農
業
士
会
、

女
性
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
い
き
い

き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ア
グ
リ
エ
ン
ジ
ョ

イ
ネ
ッ
ト
等
の
代
表
が
今
後
の
推
進
体

制
や
指
標
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。 

 

ぎ
ふ
農
業
委
員
会
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
総
会･

研
修
会
の
開
催 

 

令
和
２
年
１
２
月
１
１
日
、
岐
阜
市

の
都
ホ
テ
ル
岐
阜
長
良
川
で
、
ぎ
ふ
農

業
委
員
会
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
総
会
、

研
修
会
を
開
催
し
、
会
員
で
あ
る
女
性

委
員
４
８
名
、
農
業
委
員
会
事
務
局
や

東
海
農
政
局
、
県
農
村
振
興
課
担
当
者

な
ど
８
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
元
年
度
事
業
報
告
と
決

算
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
と
予
算
の

承
認
、
役
員
の
選
任
な
ど
を
し
ま
し
た
。 

な
お
、
監
事
に
は
、
委
員
を
退
任
し
た

関
市
の
川
村
信
子
氏
に
代
わ
り
、
美
濃

市
の
山
口
は
つ
子
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。 

研
修
会
で
は
、
１
期
目
の
女
性
委
員

に
向
け
て
、
髙
田
会
長
を
は
じ
め
役
員 
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ヨガ体験 
５
名
が
農
地
利
用
の
最
適
化
や
食
育
活 

動
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
作
成
、
農
業

者
年
金
加
入
推
進
な
ど
活
動
紹
介
や
今

後
の
意
気
込
み
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
会
員
や
事
務
局
と

の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、LI

N
E

の
オ

ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
使
っ
た
情
報

交
換
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

最
後
に
は
、
日
本
マ
マ
ヨ
ガ
協
会 

認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
高
橋
由
美

氏
を
講
師
に
、
女
性
農
業
者
を
応
援
す

る
ヨ
ガ 

～
ヨ
ガ
で
心
と
身
体
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
！
み
な
さ
ん
の
笑
顔
で
ぎ
ふ

の
農
業
を
元
気
に
～
と
題
し
、
ヨ
ガ
体

験
を
行
い
ま
し
た
。 

 

総
会
・
研
修
会
は
、Y

o
u
T
u
b
e

に
て

動
画
を
限
定
公
開
し
て
い
ま
す
。 

（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
視
聴
で
き
ま

す
） 

     

第
１
１
回
全
国
農
業
委
員
会
女

性
協
議
会
総
会 

 

令
和
３
年
２
月
１
２
日
、
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
さ
れ
た
標
記
総
会
に
、
各
県
の

女
性
農
業
委
員
組
織
の
代
表
な
ど
が
参

加
し
、
本
県
か
ら
は
髙
田
会
長
と
事
務

局
が
参
加
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
「
令
和
２
年
度
の
活
動
報

告
の
承
認
と
収
支
決
算
」
「
令
和
３
年

度
活
動
計
画
の
策
定
と
収
支
予
算
」
、

「
会
費
の
賦
課
」
に
つ
い
て
、
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
度
の
活

動
計
画
で
は
、
女
性
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
登
用
促
進
研

修
会
を
取
り
や
め
、
そ
の
代
替
と
し
て

府
県
段
階
で
の
研
修
や
初
任
者
研
修
、

女
性
の
市
町
村
農
業
委
員
会
会
長
・
会

長
職
務
代
理
者
勉
強
会
な
ど
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
を

鑑
み
な
が
ら
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。 

ま
た
、
令
和
２
年
１
２
月
２
５
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
「
第
５
次
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
」
に
お
い
て
早
期
（
令

和
５
年
度
）
に
農
業
委
員
に
占
め
る
女

性
の
割
合
２
０
％
を
達
成
す
る
よ
う
目

標
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
目
標

達
成
を
確
実
に
す
す
め
る
た
め
申
し
合

わ
せ
決
議（
以
下
）を
採
択
し
ま
し
た
。 

  

申
し
合
わ
せ
決
議 

 

一 

女
性
農
業
委
員
・
推
進
委
員
の
具 

体
的
な
登
用
目
標
を
決
め
よ
う 

二 
女
性
の
農
業
委
員
・
推
進
委
員
の 

登
用
に
向
け
て
、
関
係
機
関
等
へ 

積
極
的
に
働
き
か
け
よ
う 

三 

農
業
委
員
会
の
女
性
組
織
と
し
て 

積
極
的
な
推
薦
を
実
施
し
よ
う 

四 

次
代
の
農
業
委
員
・
推
進
委
員
の 

掘
り
起
こ
し
に
取
り
組
も
う 

項  目 現 状 
成果目標 

（Ｒ７年度まで） 

女性農業委員が登用されていない 

組織数 

２７３／１,７０３ ０／１,７０３ 

農業委員に占める女性の割合 １２．１％ ３０％ 

（早期２０％） 

認定農業者に占める女性の割合 ４．８％ ５．５％ 

家族経営協定の締結数 ５８,６９９件 ７０,０００件 

総会・研修会動画↓ 

第５次男女共同参画基本計画 成果目標  

QR コード 
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受賞おめでとうございます！	

女性地域社会参画部門（組織）	 優秀賞（経営局長賞）	

表彰の様子 

 恵那市農業委員会 ～各種会議で活動紹介～ 

令
和
２
年
度
（
第
１
６
回
）

女
性
の
農
業
委
員
会
活

動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 
令
和
３
年
３
月
１
１
日
、

標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

講
演
で
は
、
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
の
実
質
化
を
確
実
に

進
め
る
た
め
に
（
再
確
認
）
」

と
題
し
て
地
方
考
夢
（
こ
う

む
）
員
Ⓡ
研
究
所
長
の
澤
畑

佳
夫
さ
ん
が
人
・
農
地
プ
ラ

ン
実
質
化
の
た
め
の
手
法
に

つ
い
て
の
話
を
し
ま
し
た
。 

 

事
例
報
告
で
は
、
長
野
県

松
川
町
農
業
委
員
会
と
恵
那

市
農
業
委
員
会
の
柘
植
賢
二

会
長
、
農
業
委
員
の
梅
本
信

枝
さ
ん
、
曽
我
佳
奈
子
さ
ん
、

西
尾
ひ
ろ
み
さ
ん
が
取
り
組

み
を
発
表
し
ま
し
た
。
同
市

農
業
委
員
会
は
、
改
選
に
向

け
、
市
長
へ
女
性
登
用
要
請
、

市
内
１
３
地
区
の
農
業
振
興

協
議
会
や
市
男
女
共
同
参
画

事
務
局
へ
推
薦
を
要
請
す
る
な
ど
女
性

登
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
女
性
農
業
委
員
は
、
農
業
委
員

会
広
報
誌
「
え
え
の
お
」
の
発
刊
や
農

業
者
年
金
の
加
入
推
進
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
令
和
元
年
の
改
選
に

よ
り
農
業
委
員
１
９
名
の
う
ち
女
性
は

５
名
か
ら
６
名
へ
と
増
加
し
、
女
性
の

占
め
る
割
合
が
３
１
．
６
％
と
政
府
目

標
を
達
成
し
ま
し
た
。 

 

農
業
委
員
会
・
女
性
委
員
農
年

推
進
セ
ミ
ナ
ー
で
梅
本
信
枝
さ

ん
他
３
名
が
事
例
報
告 

 

同
日
、
女
性
の
農
業
委
員
会
活
動
推

進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
引
き
続
き
、
標
記

セ
ミ
ナ
ー
が
配
信
さ
れ
ま
し
た
。 

事
例
報
告
で
は
、
恵
那
市
の
農
業
委

員
で
農
業
者
年
金
加
入
推
進
部
長
の
梅

本
信
枝
さ
ん
と
曽
我
佳
奈
子
さ
ん
、
西

尾
ひ
ろ
み
さ
ん
、
事
務
局
の
鈴
木
由
貴

さ
ん
が
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。 

同
市
で
は
、
女
性
農
業
委
員
が
農
業
者

年
金
加
入
推
進
部
長
と
し
て
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
や
農
業
委
員
、

事
務
局
が
そ
れ
ぞ
れ
加
入
推
進
会
議
で

の
情
報
交
換
や
戸
別
訪
問
の
計
画
を
気

軽
に
話
せ
る
雰
囲
気
づ
く
り
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
同
市
は
、
平
成
３
０

年
度
の
農
業
者
年
金
の
加
入
目
標
１
名

に
対
し
６
名
加
入
達
成
に
続
け
て
、
令

和
元
年
度
の
加
入
目
標
２
名
に
対
し
５

名
加
入
達
成
に
よ
り
基
金
の
目
標
達
成

度
合
い
上
位
表
彰
（
目
標
１
名
か
ら
４

名
）
も
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

表
記
セ
ミ
ナ
ー
はY

o
u
T
u
be

に
て
動

画
を
１
年
間
、
限
定
公
開
さ
れ
ま
す
。

（
下
の
Ｑ
Ｒ
コ 

ー
ド
か
ら
視 

聴
で
き
ま
す
） 

令
和
２
年
度
農
山
漁
村
女
性
活

躍
表
彰
で
優
秀
賞
（
経
営
局
長

賞
）を
受
賞 

 

令
和
３
年
３
月
１
２
日
、
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
さ
れ
た
未
来
農
業
Ｄ
Ａ
Ｙ
ｓ
２

０
２
１
に
お
い
て
、
表
記
表
彰
の
女
性

地
域
社
会
参
画
部
門
（
組
織
）
の
優
秀

賞
（
経
営
局
長
賞
）
で
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。 

 

恵那市事例発

セミナー動画↑ 

QR コード 
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 農業委員会はこんな活動をしています 
農業委員会は、農業委員と農地利用最適化推進委員が協力して、農地利用の最適化の

取り組みを中心に活動しています。 

農地利用の最適化の推進 農地の利用状況調査 

市町村長などへの農地利用の最適化

の推進に関する意見書の提出 

農地法等に基づく貸借や転用の許可・意見 

農業者への情報提供活動 農業経営の合理化の支援 

○担い手への農地の集積・集約化 

○耕作放棄地の発生防止・解消 

○新規就農や企業参入の促進 

○担当地区の農地パトロール 

○遊休農地所有者への耕作の意向の確認 

○担当地区での活動を

もとに意見をあげます 

農業会議と連携して 

○農業者年金の加入推進 

○法人化の相談 

○複式農業簿記の支援 

○農業委員会だよりの発行 

○全国農業新聞の普及活動 

○総会での審議 

議
長 

 農業委員会は活躍する女性を求めています 

農業委員は①～③を満たすように推薦・公募 

①過半を原則として認定農業者とすること 

②農業者以外の中立な立場の方を１名以上入れること 

③女性・青年を積極的に登用すること 

～お知らせ～ 

 令和２年１２月頃に本県で予定していた「東海・近畿ブロック女性の農業委員会研修会」を令

和３年１２月頃に延期しました。 
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 家族経営協定の締結で認定農業者の共同申請を！ 

認定農業者の家族での共同申請には、家族経営協定の締結が必要です。家族経営協定

を締結し、認定農業者の共同申請を行って、経営に参画することで高い意識を持って経営改

善に取り組みましょう。 

県内の認定農業者は、２,１９２件、うち共同申請は２１件、家族経営協定締結数は６１９件

（令和２年３月現在）です。 

 

農業経営改善計画の変更 

夫婦や親子など共同申請者を追加 

 

市町村（国・県）へ 
変更申請  

市町村（国・県）へ 
 家族連名で申請 

 
農業経営改善計画の作成 

５年後の目標と達成のための取組内容を記載 

 
家族経営協定の締結 

家族で「経営の意思決定の参画」や「役割分担」、「収益の分配」について話し合い、協定書に調印 

初めて認定を受ける場合 既に認定を受けている場合 

 

 

計画認定 

○市町村の基本構想に適合しているか 

○農用地の効率的な利用につながるか 

○達成できる計画か 

認
定
基
準 

変更計画認定 

○申請者は同一世帯などの親族か 

○適切な協定が締結されているか 

○協定が守られているか 

共
同
要
件 

 家族経営協定による農業者年金のメリット 

農業者年金は次の①～③を満たす方であれば誰でも加入できます。 

 ①６０歳未満 ②国民年金１号被保険者 ③年間６０日以上農業に従事 

さらに・・・ 

 家族経営協定を締結し経営に参画している経営主の配偶者や後継者（４０歳未満）に

は保険料の補助があります。 

月額２万円の保険料のうち、３５歳までは１万円、３５歳以上は６千円を 

国が積み立ててくれます。（補助は最長２０年、ただし３５歳からは１０年） 
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 ○○市 ○○ 

 ××町 ×× 

 △△村 △△ 

<編集後記> 
本年度は委員改選に向けた女性登用活動が中心でした。新委員になる方も含め、４月からはＳＮＳなど

を活用し、市町村をこえて繋がりが持てる集まりを企画していきます。（Ｍ） 

 ぎふ農業委員会女性ネットワーク 岐阜市薮田南 5- 1 4 - 1 2  県ｼ ﾝ ｸ ﾀ ﾝ ｸ庁舎 2 階 
 事務局：一般社団法人岐阜県農業会議 

女性委員の情報交換ための 

 ぎふ農業委員会女性ネットワーク会員や事務局が日頃の委員活動をワイワイ楽しく情

報交換する LINE アプリを使ったオープンチャットです。 

 農業会議から活動に役立つ情報や研修のご案内など一早く提供します。 

ＬＩＮＥ「オープンチャット」に参加しよう！ 

 オープンチャットとは？ 

●登録・利用は無料 ＆ 登録・退会はいつでも自由 

 ●使い方は LINE のグループトークと同じで簡単 

 ●参加前のトークも見ることができます 

 ●オープンチャット専用のニックネームや写真が設定可能 

 ●匿名で参加して観るだけ OK 

 ●参加者同士で友だち追加・申請はされません 

 ●LINE 本アカウントの写真やプロフィールは他の参加者には見えません 

購読のお申し込みをお待ちしております 

全国農業新聞は農業者の公的代表機関である農業委員会組織が発行する

農業総合専門紙です。 

 「週刊」の時間を生かし、情報がわかりやすいよう解説的にまとめています。 

毎週金曜日発行 月７００円/年８，４００円 

お申込みはお近くの農業委員会まで 

 スマホでQR コードを読みこみ「参加」を押そう‼ 

 
ニックネームで 

登録できます！ 
市町村・名前で 

登録がおすすめ 

QR コード 

ぎふ農業委員会女性ネットワーク🌸 

＜メンバー(18) 


